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【軍艦島（長崎県長崎市）】
　サブカルチャー的な物や場所に注目したニュー

ツーリズムの事例の一つに、長崎県長崎市の沖合に

浮かぶ端島、通称「軍艦島」が挙げられる。軍艦島

が世界から注目されるようになったきっかけは、

2009年の一般公開に向けたプレス発表であり、フラ

ンスの国営放送が軍艦島を紹介したことで、その

ニュースが世界中に配信され、海外での認知度が高

まって行った。国内でも、人気アーティストの PV

（プロモーションビデオ）撮影地として話題とな

り、海外映画のロケ地としても利用されたことによ

り、多くの外国人旅行者が訪れるようになった。軍

艦島の上陸・周遊ツアーを運行しているユニバーサ

ルワーカーズが運営する「軍艦島コンシェルジュ」

は、英語のホームページを備え、予約や問い合わせ

は多言語対応で行い、スタッフ全員英語が話せるそ

うである。また、ツアー参加者に合わせ、英・仏・

中国語の通訳ガイドも置いている。

出典：「軍艦島コンシェルジュ」
　　　http://www.gunkanjima-concierge.com/

【和歌山電鐵貴志川線（和歌山県和歌山市～紀の川市）】
　「日本一心ゆたかなローカル線」を目指す和歌山

電鐵貴志川線は、一時期、廃線の危機に陥っていた

が、地元住民の強い存続を望む声を受けて危機を回

避し、2007年１月に貴志駅に隣接する売店の飼い猫

だった三毛猫の「たま」が貴志駅の駅長に就任し、

注目を集めた。その結果、利用者数が増加し、外国

人旅行者が猫の駅長に会うために、わざわざ日本の

ローカル鉄道を訪れているという。現在は、後継の

「ニタマ」駅長が引き継いでいるが、人気は衰えて

おらず、特に香港・台湾からの外国人旅行者に人気

がある。「たま駅長」の就任や、JR九州のクルーズ

トレイン「ななつ星 in 九州」を手がけた水戸岡鋭

治氏がデザインした「たま電車」などの集客力によ

り、和歌山県内への経済波及効果は１年間で約11億

円と試算５されている。

【酒蔵ツーリズム（富山県富山市）】
　前述した外国人旅行者が日本で体験してみたいこ

との１つに、⑤日本酒を堪能する、が挙げられてい

る。北陸新幹線の開通に伴い、富山県を訪れる外国

人旅行者誘致を目指すプロジェクトの一環として、

枡田酒造（富山県富山市）が中心となり、酒蔵の見

学や地酒、郷土料理を堪能してもらうために、酒蔵

ツーリズムの準備が進んでいる。特に、江戸から明

治期にかけて、北前船の寄港地として栄えた富山市

岩瀬地区において、酒蔵を中心とした廻船問屋の町

屋景観を再生している。若い芸術家を呼び込むほ

たま電車　車内風景� （筆者撮影）

　　　　　　　　　　　　　　
５	 関西大学大学院　宮本勝浩教授ら（2007年１月～12月の試算）による。「関西大学プレスリリース」2008年10月２日
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か、欧米を中心に富裕外国人旅行者が多く訪れるま

ちとして新たな道を歩んでいる。

　これらの事例の他にも、藤のトンネルが売りの栃

木県「あしかがフラワーパーク」や、宮城・山形県

「蔵王の樹氷」は「Snow	Monster」としてASEAN

からの外国人旅行者に人気があり、佐賀県「祐徳稲

荷神社」もタイ映画のロケ地誘致に成功して以来、

佐賀県内のタイ人宿泊者数は１年で４倍強になった

という（「日経ビジネス」2015年11月30日号）。

おわりに

　図表10は海外旅行の成長サイクルを表したイメー

ジ図である。現在、ビジット・ジャパン事業は、成

熟期から多様化期への過渡期であると考えられる

が、多様化期の先に安定した持続可能なインバウン

ド観光市場が形成されることを望む。また、最近の

旅のスタイルは、観光かビジネス目的か、個人旅行

（FIT：Foreign	 Independent	 Tour）なのか団体旅

行なのかによっても違いがあり、単なる物見遊山型

の観光から能動体験型の観光へ、更に、SIT（Spe-

cial	Interest	Tour）やニューツーリズムなどへと進

化を辿っている。

　地方が独自の強みを生かすためには、単に旅行者

数を増やすのではなく、国別の旅行者の成長サイク

ルに合わせたアプローチが必要なのではないだろう

か。アジアと欧米では海外旅行の成長サイクルに相

違があり、観光の目的や旅行スタイルも異なるもの

と考えられる。個人旅行なのか、団体旅行なのか、

どの国の人達にどのようなアプローチを行うのか、

をしっかりとマーケティングした上で、彼らの来日

動機に基づいた戦略を図って行く必要があるだろ

う。平成27年版「観光白書」のなかで、「ショッピ

ング」を来日動機として挙げる国・地域別の割合は

アジアの国・地域が上位を占めている。これに対

し、「日本の歴史・伝統文化体験」を挙げる割合は

図表10　海外旅行の成長サイクル

出典：日本政策投資銀行「地域のビジネスとして発展するインバウンド観光」を元に、筆者作成

◆惣明期 ・海外旅行へ行くこと自体がステータス
・著名な観光地を訪問
・留学やビジネス、MICEによる旅行が主体

◆成長期 ・中所得者も海外旅行を始める
・有名な観光地の間を団体で周遊する
・デスティネーションの選択肢が多国籍に広がる
・観光目的の旅行が主流に

◆成熟期 ・海外旅行が一般化し、特別な体験ではなくなる
・自分の興味や関心のある場所を個人旅行で訪問
・満足度の高い地域へ何度も訪れる（リピーター化）
・滞在観光や現地発着型ツアーへの参加が増える

◆多様化期　　・SIT（Special Interest Tour）に関心が集まる
　　・地球環境保護や歴史、文化、ライフスタイル等への
　　　関心が高まる（エコツーリズム、アグリツーリズム）
⇒ニューツーリズム　　⇒持続可能なインバウンド観光市場へ
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欧米の国・地域が多く、明確な違いが表れている。

　また、外国人旅行者による消費額の傾向に関する

データについても、都道府県毎に算出方法が異な

り、統一がなされていない為、観光庁においても統

計調査方法が課題となっているようである。大都市

圏以外のローカルインバウンドに本気で取り組むた

めには、都道府県毎の調査方法の統一は必須であ

り、今後の精度の高いデータ提供に期待したい。

　外国人旅行者へのプロモーションを行う際には、

トレンドを司り、影響力のある「インフルエン

サー」、或いはイノベーター理論でいうところの

「アーリーアダプター」への積極的な働きかけが効

果的である（図表11）。彼らは YouTuber（ユー

チューバー）やパワーブロガー、カリスマ○○と呼

ばれる流行を左右する鍵を握るオピニオンリーダー

でもあり、彼らが旅先での発見や体験を SNS 上で

発信することで、新たなブームが生まれ、アーリー

／レイトマジョリティ層の追随が起こり、日本の魅

力を強力に後押ししてくれることが期待される。

　地域おこしを語る際に、しばしば「よそ者、若

者、バカ者」論が引き合いに出されることが多い

が、外部の視点を持ち込むことができる「よそ者」

として外国人旅行者の鋭い感覚を取り入れることを

提案したい。「日経研月報」2015年11月号「地方の

時代／地域の話題」の拙稿でも取り上げたが、①外

国人観光客（日本文化への関心）、②伝統文化の講

師（日本文化の発信・継承）、③若者（英語力の維

持・向上／日本文化の再認識）の三者のニーズを上

手く組み合わせ、相互に価値のあるシステムを展開

した成功事例もある。日本人にとって、当たり前と

なっている日常や何気ない習慣が、彼らにとっては

新鮮で特別な付加価値を持っており、外国人旅行者

による「ここがヘンだよ」や「スゴ～イデスネ！」

の気付きが、時には形を変えてクール・ジャパンに

結びつくケースもみられる。先日、フィギュアス

ケート史上、前人未到のスコア330点台という快挙

を成し遂げた羽生選手は、和をテーマにした「陰陽

師 SEIMEI」をフリープログラムに選んでいるが、

「あえて振付を日本人では無く、カナダ人に依頼

し、世界から見た日本の素晴らしいところが強調さ

れるようにした」とコメントしており、このプログ

ラムが世界中の人々から大絶賛されているという。

このように、外国人が「クール」と評価した日本の

文化は、より純粋な美点が引き出され、日本人に

とっても洗練されたものに感じられ、新たな趣向に

面白さを見いだせるのではないだろうか。
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図表11　イノベーター理論（イメージ図）

出典：「東洋経済オンライン」2014/03/26 から抜粋


